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今回は、2024年8月23日（金曜日）に、南大沢キャンパス７号館で
開催された「第２回都立大子どもまつり」についてお伺いしました。

2024年8月の開催で2回目を迎えた「都立大子どもまつり」ですが、2023年の1回目は「とにかく
多くの子どもたちに大学内で楽しんでもらえるイベントをやりたい」という思いから始まりました。
私が大学１年次だった2022年はコロナ禍が明けたとは言い難く、依然として活動に制限がありました。
ようやく制限が明けた2023年こそ、多くの子どもたちに来て欲しい、子どもたちに外に出て自由に

遊んで欲しいという思いがありました。子どもまつりというイベントを通じて地域と大学、学生同士の
交流の場にもなれば、という思いもありました。
「イベントが楽しかった」という子どもたちの声、「子どもと一緒に楽しめて良かった」という親御

さんの声がどうしても忘れられず、主催する団体を新たに設立し、2024年に第2回を迎えることがで
きました。

今年の子どもまつりは昨年度から参加団体を増やし、10のサークルに参加していただきました。
人形劇やジャグリングのパフォーマンスをはじめ、東北カルタや環境問題クイズによる学べるブース、

いきもの園や鉄道模型などの見て楽しい展示、バルーンアートやプラバンづくり、スライム作りなどの
参加型ブース、ポケモンバトルやストラックアウトなどの遊べるブース、さらには休憩できるスペース
などもご用意しました！それだけではなく、ブースに関するクイズや「おかしドロボーをさがせ！」と
いうパンフレットに書かれたドロボーを探すイベントも用意しました。広報を強化したおかげか、昨年
の来場者を大きく上回る約1400人の方に楽しんでいただきました。

まつりの終了時間に、帰っていく子供たちに対して全員でアーチを作ってお見送りをした瞬間です。
子どもまつり開催に協力してくださった様々な団体のメンバーさんたちと一緒にアーチを作りました。

そこでジャグリングサークルが様々な技を披露してたり、人形劇サークルが人形を持って子供達にバイ
バイしてたり、バルーンアートサークルが風船を渡してくれたりなど、全員が一致団結して子供達を最
後の最後まで楽しませていて、とても感動したことを覚えています。全員がひとつの目標に向かって尽
力する体制が構築できたように感じました。
また、子どもまつりの１年生メンバーが、初めての環境にもかかわらず主体的に仕事を探して自分の

すべきことをちゃんとこなしていて、とてもうれしかったです。

昨年度からの変化として、今年度から「都立大子どもまつり実行委員会」という主催団体を立ち上げ
たことで、よりいっそうイベント開催への責任の重みが増したことが挙げられます。多くの子どもたち
を大学内に呼びこむというイベントの特性上、安全管理に手を抜くことはできません。施設を管理する
大学側とも協議を重ねました。ブースを出展して下さるサークルさんとの調整なども行いました。
２年目の今年はより規模を大きくするという方向性もあり、地域の方への広報や当日の来場者の安全

確保など、主催者として考慮する内容も増えました。そうした準備を経て迎えた2年目の子どもまつり
でしたが、多くの来場者に恵まれ、また大きな事故なく終えることができました。苦労した分だけ、よ
り大きな達成感を得ることにつながりました。
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今回は、2024年8月23日（金曜日）に、南大沢キャンパス７号館で
開催された「第２回都立大子どもまつり」についてお伺いしました。

Act iv i ty Gal lery

私たちにとってボランティアは活動動機の原点です。子どもまつりを開催する目的は「子供たちの笑
顔を作り最高の思い出を持ち帰ってもらう」ですが、活動する中で「自分が子供達の笑顔を作るイメー
ジ」を全員が持つことが最高なイベントづくりにおいて重要です。まつりをただ開催する団体では開催
準備の際に目的が不明瞭になり中だるみしてしまいます。そのイメージ作りのために日頃から地域と密
接に関わって地域の祭りに参加したり、防災キャンプイベントを運営したりなど積極的にボランティア
をしています。また、そこで一緒に遊んだ子供たちが実際に子どもまつりにたくさん来てくれるので、
そこで再会した時にさらなる楽しさが生まれます！

今年度から設立した団体ですが、メンバー14人全員が責任を持って運営に携わっています。「自分
にできることはなんだろう」「どうしたらより子どもたちに楽しんでもらえるだろう」とみんなで意見
を出し合い、より良い子どもまつりになるように日々話し合いを重ねています。子どもまつりの運営だ
けでなく、地域のボランティアやビーチクリーンなど部員同士仲良くわいわい活動しています。まだま
だ始まったばかりの団体ですが、来年再来年とさらに楽しい子どもまつりを開催できるように精進して
参りますので、ぜひ「都立大子どもまつり」に足を運んでいただけますと嬉しいです！また、出展して
いただける団体さんがいらっしゃいましたらぜひお声がけください！

mailto:tmukodomofes@gmail.com
https://twitter.com/tmukodomofes
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2024年9月18日（水曜日）に大阪公立大学I-siteなんばで行われた
大学ボラセンEXPO2024に初参加。翌日は、大阪公立大学の中百
舌鳥キャンパスV-stationにて、双方の交流会を実施。楽しく有意義
で、実りある時間を過ごすことができました。
今回は、参加した本学学生コーディネーターの意見を伺いました。

コーディネーターAさん
主に関西圏の大学との交流を通じて、大学ごとの活動の多様性を感じました。ボラセンによって

学生に任される範囲や組織構成、スタッフの採用方法などが異なり、特に都立大の学生コーディ
ネーターは他大学と比べて人数が非常に少ないことが衝撃的でした。他大学の事例を聞くことで、
都立大ならではの良さや改善点があると感じました。また、どの大学でも共通して、ボランティア
活動への情熱を感じました。

コーディネーターBさん
一言で「ボラセン」といっても、その組織体制は大学ごとによってかなり異なる点が印象的でし

た。例えば、本学のボランティアセンターでは部署は存在しませんが、他大学では多いところで
100名を超える学生コーディネーター（および学生スタッフ）が部署に所属し、部署での活動を通
してボラセンとしての活動を行っていることに驚きました。組織体制の多様さが、それぞれの大学
ごとのカラーにつながっているのかなと感じました。

コーディネーターCさん
他大学と比較して都立大は非常にボランティアセンターを運営する人数が少ないということに驚

いた。このように構成人数のことや広報手段のこと、企画運営のことは互いに情報を共有し合わな
ければそもそも自分たちがどんな特徴を持つかもわからないため、他大学について知ることができ
て良かった。

コーディネーターAさん
大学ボラセンEXPOは、改めて都立大ボラセンについて考える機会にもなりました。発表の機会

を通じて、プレゼン力や伝える力、自信が少しずつ身についたと感じます。トークセッションでは、
広報の方法や使用する媒体について議論し、自分にはなかった視点からのアイデアを得ることがで
きました。特に広報は都立大ボラセンの課題でもあり、話し合った内容は今後の改善に役立つ貴重
なものとなりました。この経験は、今後の活動に大いに活かせると感じています。

コーディネーターBさん
都立大ボランティアセンターとしての強みを実感しました。大学ボラセンEXPOに参加した8大

学の中では、本学は最も学生コーディネーター数が少なかったです。しかしパネルディスカッショ
ンを通して、その少人数であることは話し合いの集まりやすさ、さらには物事を決定する際の意見
の反映の度合いが高いことにつながり、結果的に学生コーディネーター自身のやりがいや責任感に
大きな影響を与えていることに気づくことができました。

コーディネーターCさん
関西圏の大学は交流の継続は難しいかもしれないが、他大学のボランティアセンターとの縁を得

ることができたと感じられる。また、他大学での広報や企画の工夫について知ることができたため、
私たちの今後の活動に活かしていきたい。
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2024年9月18日（水曜日）に大阪公立大学I-siteなんばで行われた
大学ボラセンEXPO2024に初参加。翌日は、大阪公立大学の中百
舌鳥キャンパスV-stationにて、双方の交流会を実施。楽しく有意義
で、実りある時間を過ごすことができました。
今回は、参加した本学学生コーディネーターの意見を伺いました。

コーディネーターAさん
大阪公立大学の学生スタッフは、自分の興味ややりたいことが明確で、それを企画として形にす

る姿がとても印象的でした。また、学部1、2年生を含む若い学年の学生も積極的に活躍しており、
経験や学年に関係なく挑戦できる環境が素晴らしいと感じました。さらに、学生スタッフ以外の人
も気軽にボランティアセンターを利用できる、オープンで親しみやすい雰囲気も魅力的でした。こ
のような取り組みは非常に参考になりました。

コーディネーターBさん
大学入学当初である学部1年の時期から、ボラセンの活動に携わっている方が多いなと感じまし

た。本学のボラセンに所属する学生コーディネーターは、大体学部2年になってから一員となる
ケースが多いため、新入生が入学してまもない時期からボラセンと関わりを持っている点に驚きま
した。学生コーディネーターの1人として、より学生の皆さんにボランティアセンターの認知度を
上げていきたいと思いました。

コーディネーターCさん
今回は午前中に公園の清掃ボランティアをしたが

共にボランティア活動をすることでお互いにボラン
ティア活動への姿勢が分かったり、作業しながら話す
ことが出来たりするからか、接しやすくなるのだと
実感した。

コーディネーターAさん
今回、初めてゴミ拾いボランティアを経験しました。想像以上に多くのゴミが集まり、自分が普

段周囲に無関心に過ごしていることを感じました。また、大阪公立大学の方々の熱意や取り組みに
刺激を受け、自分たちの活動をより良くしたいという意欲が高まりました。さらに、個人のボラン
ティアに対する思いを語り合う中で、自分自身の価値観や意義を見直す機会となりました。この交
流で得た大阪公立大学との縁を今後も継続し、さらに深めていきたいです。

コーディネーターBさん
活動の場の居心地の良さの重要性を改めて認識しました。2大学合同で清掃のボランティア活動

をした際に、大阪公立大学の方々のおかげで和やかな雰囲気で活動を行うことができました。交流
全体を通して、ボランティア活動の現場であったり、学生コーディネーターのミーティングであっ
たり、どのような場でも誰もが自分で考えて動くことをためらわずに行える環境を整えることが必
要だと感じました。

コーディネーターCさん
大阪公立大学とのつながりを得ることができた。今後も

つながりを継続し、情報共有をしたり共に活動することが
できたらなと思った。
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2024年9月18日（水曜日）に大阪公立大学I-siteなんばで行われた
大学ボラセンEXPO2024に初参加。翌日は、大阪公立大学の中百
舌鳥キャンパスV-stationにて、双方の交流会を実施。楽しく有意義
で、実りある時間を過ごすことができました。
今回は、参加した本学学生コーディネーターの意見を伺いました。

コーディネーターAさん
交流を通じた視野の広がりが大きな学びとなりました。他大学では、学生がシフト制でボラセン

に在室しているところや、広報の媒体として、X・ホームページ以外にInstagramや公式LINEを用
いているところがあると知りました。大学外、地域外での交流だからこそ、今までに気づかなかっ
たことや新しいアイデアを得ることができたと思います。今後活動するにあたって、行き詰まった
ときに、学んだことを参考にしていけたらいいなと思います。

コーディネーターBさん
活動へのモチベーションを保つ大切さを学びました。学生コーディネーターの数が多い大学では、

企画の核となる意思決定や自分のやりたいことに携わることが難しいという話を伺いました。自分
が意思決定や企画に主体的に関われるかどうかは、学生コーディネーターのモチベーションにも通
じる面があると思います。だからこそ都立大ボラセンの強みである少人数を生かして、今まで以上
に主体的にかつ話しやすい環境を大切にしていきたいと考えました。

コーディネーターCさん
今回の研修で改めて自分の外の世界を見ることが重要だと実感した。他大学とは人数の観点から

できること・できないことは多くあるが、それらを強みとして、今後の活動をよりよくしたい。ま
た、他大学が実施していることも都立大ボラセン用に企画を練り直して実施していきたい。

本ボランティアセンターの学生コーディネーターたちは毎年度当初に、「学生コーディネーターが
目指すもの」を設定した上で活動などしています。今年度は目指すものの1つに、「ボランティアを通
した新たな出会いを自身の成長に活かす」というものがありました。今回の大学ボラセンEXPO2024
参加、そして、大阪公立大学との交流は正に「目指すもの」に合致したものだったと思います。きっ
かけは2022年の秋、「阪公戦のように、ボランティアセンターとしても交流をしていけたらいいで
すね」と大阪公立大学ボランティアコーディネーターの松居さんとお互いの「思い」を話したことで
した。今回実現に至ることができ、大変嬉しく感じております。
私が好きな言葉の1つに「書を捨てよ、街へ出よう」という言葉があります。ボランティアにおいて

この感覚は、とても大切なものだと思います。今回参加した学生コーディネーターたちは「街へ出
た」ことで、様々な‶気づき″があったのではないでしょうか。
私は本学に入職以来、「公立大学にある大学ボランティアセンターの役割」を模索してきました。
今回、2009年から大学の部署として設置され、運営している

大阪公立大学ボランティアセンターV‐stationの取組みを伺えた
ことは、コーディネーターとしても学ぶべきことがいくつもあり
ました。学生自身の思いや活動を大切に、地域との協働や学びの
場つくりなどを継続されて15年の実績につきましても、惜しみ
なくご教授いただけたことに感謝しております。
ここから「継続して学生同士が交流し、学び合える関係つくり」

をしていけますよう願いつつ、学びを活かしたより良い「東京都立
大学ボランティアセンター」を目指したいと考えております。
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2024年9月18日（水曜日）に大阪公立大学I-siteなんばで行われた大学ボラセンEXPO2024
に初参加。翌日には、大阪公立大学の中百舌鳥キャンパスV-stationにて、双方の交流会を実施
しました。今回はその様子をご紹介します。大阪公立大学の皆様、ありがとうございました！

Act iv i ty Gal lery
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2024年10月12日（土曜日）～14日（月曜日）の３日間、岩手県立大学にて行われた全国公立大
学学生大会（LINKtopos2024 In IWATE）に、本学からは３名の学生（東日本きずなプロジェク
ト、都立大子どもまつり実行委員会に所属）が参加しました。当日の様子を写真で振り返ります。

Act iv i ty Gal lery



左上：学生コーディネーター
大阪公立大学との交流会

左下：ボランティアプログラム
（地域・スポーツ合同）
みやこ祭の「竹モルック」
体験教室
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発行元：東京都立大学ボランティアセンター
発行日：2025年1月31日（金）

所在地：〒192-0397東京都八王子市南大沢１－１
１号館１階 ボランティアセンター

Tel：042-677-1354
Mail：tmu-volunteer@jmj.tmu.ac.jp
WEB：https://volunteer.tmu.ac.jp/
X（旧twitter）：@tmu_volunteer

ボランティアセンターのWEBサイトでは、ボランティアを通じて活躍する学生の声をお届けし
ています。学生コーディネーターや、スポーツボランティアプログラム・地域ボランティアプロ
グラムの参加者、ボランティアセンターに登録のある学内団体の学生や、ボランティアセンター
を通じてボランティアに参加した学生等、様々な形でボランティアにたずさわる学生が、どのよ
うな思いや理念をもって活動しているかお伝えします。毎月１度更新予定です。下記URLから
ご覧ください。

https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/

ボランティアセンターでは、ボランティアに関する相談をお受けしています。どんなボランティ
アがあるの？ボランティアってどうやって始めたらいい？といった都立大生からの相談や、学生
のボランティアを募集したい、といった地域の方のご相談も可能です。下記URLからご予約く
ださい。

【都立大生向け】https://forms.office.com/r/LAiQFW2aAL

【地域の方向け】https://forms.office.com/r/ke1QMnYnAb

右上：都立大子どもまつり実行委員会
第２回 都立大子どもまつり

右下：南大沢夏まつりチーム
第39回 南大沢夏まつり

ボランティアセンターからのお知らせ

表紙の写真

2025年3月17日（月曜日）に、2024年度に本学学生が行ったボランティア活動の成果を発
表する場として、大学生ボランティア活動報告会を実施します。今年度のテーマは

。ボランティア活動を通じて得られた
成果や、活動に取り組んできた思いを学生の言葉でお伝えします。皆様、是非お越しください。

https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/
https://forms.office.com/r/LAiQFW2aAL
https://forms.office.com/r/ke1QMnYnAb
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